
議 請 第 ２ 号 平成 25年 5月 27 日受 付 

 

件          名 
 

年金２．５％の削減中止を求める意見書を国に提出する請願 

紹   介   議   員 
 高橋ﾌﾞﾗｸｿﾝ久美子    大 沢 えみ子    広 森 すみ子 

猪 股 嘉 直        大 島 政 教 

付 託 委 員 会 文 教 厚 生 委 員 会 

請願趣旨 

(1)請願要旨 

本年１０月から３年間で年金を２．５％削減する法律が成立しました。年金削減は高齢者の

生活を深刻な状況に追い込むばかりか、不況脱出にも重大な影響をあたえます。こうしたこと

から、国に年金削減の中止を求める意見書を提出いただきたく請願します。 

(2)請願理由 

昨年１１月１６日に衆議院解散に先立ちほとんど審議されることがないまま、今年１０月から３

年間で年金を２．５％削減する法律が成立しました。 

物価スライド「特例水準の解消」を理由にしていますが、灯油など生活必需品の値上げ、復

興税や各種控除の縮小による増税、社会保険料の増額などで高齢者の生活が厳しさを増して

いる今、年金を引き下げる理由はありません。 

年金削減は、高齢者の生活を深刻にするばかりか地域経済や自治体税収にも影響を与え、

不況が続く日本経済にも打撃となります。年金２．５％削減の実施を中止するよう、地方自治法

第９９条の規定による意見書を国に提出されるよう請願します。 

 

上記のとおり請願します。 

 

 

 

 

 

 

 


